Development and Evaluation of Evidence based Community EmpowermentProgram with Party in Charge by 安梅 勅江 & Anme Tokie
科学的根拠に基づく当事者共創型コミュニティ・エ
ンパワメントプログラム開発評価研究
著者 安梅 勅江
発行年 2012
その他のタイトル Development and Evaluation of Evidence based
Community Empowerment
Program with Party in Charge
URL http://hdl.handle.net/2241/118321
 
様式Ｃ－１９ 
 
科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
 
平成 24 年 3 月 31 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究は、20 年間の追跡調査と介入研究により、「科学的な根拠に基
づく当事者共創型コミュニティ･エンパワメントプログラムの開発と評価」を目的とした。臨床
的重要性と統計的妥当性を加味しながら有効な項目を抽出して体系化し、「当事者共創型コミュ
ニティ･エンパワメントプログラム」を作成した。プログラムを実践の場で活用し、有効性を確
認した。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop and evaluate the evidence 
based community empowerment program with party in charge. Identifying effective items 
by practical and statistical validation, “Community empowerment program with party in 
charge” was emerged. Evidence of effectiveness was confirmed along with utilization in 
practical community. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 1,000,000 0 1,000,000 
2010 年度 1,000,000 0 1,000,000 
2011 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 
年度  
年度  
総 計 3,000,000 300,000 3,300,000 
 
 
研究分野：発達保健学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 
キーワード：エンパワメント、コミュニティ、当事者共創、開発評価 
 
１．研究開始当初の背景 
 経年的な効果評価に基づく当事者共創型
のコミュニティ・エンパワメントプログラム
は、きわめて乏しい状況である。 
 
２．研究の目的 
20 年間の追跡調査と介入研究により、「科
学的な根拠に基づく当事者共創型コミュニ
ティ･エンパワメントプログラムの開発と評
価」を目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)当事者と専門職に対するフォーカス・グ
ループ・インタビューに基づく当事者共創型
コミュニティ・エンパワメントプログラムの
開発 
公民館、地区集会所、老人クラブ、小中学
校、保健センター、子育て支援センターなど
で、世代間交流を促進するコミュニティ･エ
ンパワメントプログラムの当事者ニーズと
内容を抽出するため、当事者および専門職に
対するフォーカス･グループ･インタビュー
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を実施した。 
「楽しさ」「共感」「ともにつくる」をキー
ワードに実際の経験、当事者ニーズ、体験に
基づく重要項目などなどを討論の柱として、
具体的な内容を詳細に収集した。1グループ
あたり原則として約２時間の時間をとり、逐
語記録と観察記録を合わせてデータ化した。 
 
(2)追跡データを活用したコミュニティ･エ
ンパワメントプログラムの効果評価 
平成元年～20 年に実施したのべ 80,000 名
の調査対象者の中から、これまでのプログラ
ム参加者を抽出し、非参加者と比較しながら
精神面・身体面の効果の軌跡と関連要因を分
析した。 
 
(3)国内外のコミュニティ･エンパワメント
プログラムに関する系統的レビューとエビ
デンス・テーブルの構築 
「コミュニティ･エンパワメントプログラ
ム」の開発過程、内容、評価に関する海外先
進機関の訪問調査、既存研究の系統的レビュ
ーとエビデンス・テーブルを構築した。米国
とカナダにおいて開発研究を実施している
研究機関を訪問し、情報交換と情報収集を行
った。 
 
(4)当事者共創型コミュニティ･エンパワメ
ントプログラム試案の作成 
臨床的な重要性と統計的妥当性を加味し
ながら、有効な項目を抽出して体系化し、当
事者共創型コミュニティ･エンパワメントプ
ログラム試案を作成した。 
 
４．研究成果 
 当事者共創型コミュニティ・エンパワメン
トの要件として、下記の７点が抽出された。 
(1)関係性を楽しむ 
コミュニティ・エンパワメントの基盤は
「ともに楽しむこと」である。そもそもが「共
感に基づく自己実現」に大きく依存するから
である。 
自発的なかかわりが生まれるような、関係
性を楽しむ「開放的な雰囲気」、これと特定
できなくても、何かしら自らに帰ってくるも
のを感じる｢互恵性｣、そして何よりも「信頼
感」が必要である。 
  
(2)価値に焦点を当てる 
 価値とは、目指す状態を実現するプロセス
における守るべき基準、または方針といった
ものである。コミュニティにおいては、これ
を理念、行動指針、方針などと表現している
場合がある。 
 コミュニティを活気づけるのは、いかにコ
ミュニティや参加メンバーに「価値」をもた
らすかである。コミュニティ参加者の集合的
な経験を活用するとともに、メンバーがつね
に価値をはっきりと認識して、口に出して確
認しあうことが有効である。 
共有する価値のある知識、課題や新しいア
イディア、将来へのチャレンジなどをお互い
に十分理解し、影響力を与えることへの「共
感に基づく価値」が求められる。これらは参
加者による価値付けである。一方で外部者が
そのコミュニティをどれだけ価値のあるも
のか、どのようにして力を引き出すことがで
きるか、の視点が重要である。 
 さらに活動マニュアルや情報データベー
スの作成、具体的な技術の向上などという目
に見える価値に加えて、仲間意識や帰属意識、
探求心や自信、コミュニティへの誇りなど、
目に見えない価値の及ぼす効果は計り知れ
ない。 
 多様な価値を創造するために、散在してい
る貴重な知恵を束ね、個別的な視点ではなく
全体を見通した協働の方法を参加メンバー
で検討する。その結果、全体のレベルを引き
上げ、本質的な前進の方向性が明らかにでき
る。 
 
(3)つねに発展に向かう 
 どんな組織や地域もコミュニティである
限り、ひとつの状態に留まっていられない存
在である。参加メンバーのダイナミックなか
かわりにより、つねに未来に向けた何らかの
動きをともなう。硬直化することなく、さま
ざまなメンバーを柔軟に取り込み、環境に適
応しつつ、より意味のある活動を展開する。 
いわば「生きたコミュニティ」を育むのがコ
ミュニティ･エンパワメントである。コミュ
ニティ･エンパワメントはコミュニティに本
来備わっている力を引き出すことで、コミュ
ニティそのものを変容させる可能性がある。 
そのためには、「つねに発展に向かう」仕組
みをあらかじめ備えておくことが重要であ
る。 
 
(4)柔軟な参加様式 
コミュニティには、さまざまな人の参加が
原則である。その中には下記のようなメンバ
ーが存在する。 
①コーディネーター：企画･調整のリーダー
的な役割を担う人 
②コア･メンバー：企画や調整に積極的にか
かわる人 
③参照メンバー：必要に応じて専門的な情報
や技術を提供する人 
④活動メンバー：日常的にかかわる人 
⑤周辺メンバー：めったに参加しないが、関
心のあるときには参加する人 
 どのレベルのメンバーも、あたかも中心的
な役割をいつでも果たすことができる気持
ちにさせるコミュニティ活動を組むよう配
  
慮する。 
 コミュニティ･エンパワメントを成功させ
るには、参加を強制するのではなく、磁石の
ように自然に心地よくそばに存在してしま
う雰囲気作りが有効である。また、どのメン
バーもいつでもコアメンバーや活動メンバ
ーとしての活動が可能なよう、柔軟な参加様
式を維持することが重要である。 
 
(5)近親感と刺激感 
 コミュニティ･エンパワメントには、硬柔
あわせ持つこと、すなわち硬い部分と柔らか
い部分、ピリッとした緊張感とリラックスし
た安心感の両側面を持ち合わせ持つことで、
よりコミュニティを活性化することが可能
となる。 
メンバーの個人的な関係が強ければ、コミ
ュニティ全体での活動は中身の濃いものと
なる。日常的な、私的なやり取りの中から得
られた信頼感を、新しい活動に結びつけたり、
逆に全体の活動から 1対 1の緊密な関係を育
んだりと、近親感と刺激感を連動することの
双方向的な効果が期待できる。 
 一方で、コミュニティ･エンパワメントは、
日常的な職場などの関係性から解き放たれ
た「新しい立場」としての近親感と刺激感を
得る場としても有効である。そのためには、
定例的な活動と刺激的な新しい活動を組み
合わせて、これまで出会ったメンバーとは違
う対象との人間関係や、刺激的なテーマを拡
大してメンバーの関心を引き付けるなどの
工夫が必要である。 
 
(6)評価の視点 
コミュニティ・エンパワメントにおける評
価とは、「有効性」すなわち「価値」を明ら
かにすることである。コミュニティや関係性
の意味を明らかにし、その目標、活動結果、
影響力、コストに関する情報を生む一連の過
程である。 
コミュニティ・エンパワメントを継続的に
推進するには、メンバーがコミュニティに帰
属している価値をつねに認識できる状態を
維持する必要がある。コミュニティ・エンパ
ワメントのプロセスの中で適宜評価し、状況
を客観的に測定することで、コミュニティ自
体が、どの程度力を持っているのか、あるい
はどの程度力を持てるように変わることが
できるのか、顕在力と潜在力を明らかにする
ことができる。さらに、新しい方策の提言、
将来の課題の予測を可能とするものである。 
評価にあたっては、コミュニティの本質を
見抜くことのできる、内部の者と外部の者の
両者による評価が必要である。 
 
(7)リズムをつくる 
 空海は五大に響きあり、すなわち自然のす
べてにリズムがあると言った。人間もコミュ
ニティも、伸びる時期と留まる時期、繰り返
す時期と変容する時期など、リズムが成長を
促進する点では共通している。 
リズムは鼓動である。確実にエネルギーを全
身にいきわたらせる波動となる。コミュニテ
ィは、このリズムにより活気づけることがで
きる。 
多くのメンバーに触れる刺激と、親密な人
間関係を醸成する機会との釣り合いを取る、
新しいアイディアを生み出す討論会と既存
知識の普及を意図する研修会とのバランス、
多様なメンバーの出入り、さまざまな活動の
実施時期のシンコペーション、交流の周波数、
発展への鼓動など。もっとも大切なのは、そ
の時期に応じたリズムを意図的に生み出す
ことである。 
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